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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 1/9（月）「うつ病について」の法人研修がある。日中は講師が病院内を見学する予定。

· 本日、朱夏が来て浴室の水漏れの確認を行っている。

＜プログラム検討＞

· 2月分のテキストは1/16までに提出する事。

· 週間プログラムの入力も1/16までにする事。

＜治療環境整備＞

· 年末に冷蔵庫の中にある名前のないペットボトルの廃棄、コーヒーの空き瓶の廃棄を行っている。

· 冷蔵庫の場所移動終了。

· トイレの黄ばみを取る為にナイトケアスタッフが重曹をかけているが、床に落ちるとワックスが取れてしまう為、便器にだけにかけるように。

· 浴室の電球発注済み。

· 浴室の水漏れの修理依頼しているが、お湯・水の出す量に注意する。

＜新書式検討＞

· 1/10までに起案書を提出する為に、どの部分を挙げるのか検討中。

＜業務改善＞

　　・特になし。

＜利用者様情報＞

· 高田　マキ様　～本人より、青明舎の利用を辞めたいとの訴えあり。理由については、

携帯電話の月2万円の使用量について指摘される事が多く、今後は禁煙外来やストレートパーマをかけようと思っており、自分では節約し切り詰めていると話されている。また、スタッフの口調が「上から目線で嫌だ」と話されている。辞めたいと思っている事は伝えた訳ではないとの事で、今後の関わりの為に距離をおくように説明している。

本日も早めに帰りたいと訴えている。関係機関に情報提供していく。

· 豊川　明男様　～現在は月・火曜日の午後に幸房利用、木・金曜日のデイケア利用と

なっているが、幸房の利用回数を増やせないかと言われているとの事。幸房利用のみでデイケアには通わない事で生活リズムの維持が出来るのか不安だと話されている。また、徐々に幸房の利用日数を増やすのは、自分が生活リズムの変更についていけるのか不安だと話されている。担当医へ相談すると、担当医は幸房利用だけを行っていると思っていたとの事。

· 小野寺　ノリ様～青風荘より、朝食は全量摂取したと情報提供あり。デイナイトケアで

は、昼食は小鉢のみを残食されている。今週の食事摂取状況で食事形態の変更を行うか検討し、青風荘と情報交換を行っていく。

· 松永　勘五郎様～年末年始に5日間入浴されておらず、頭部の湿疹が悪化している。

本人は痒みはないと話すが、指で掻いたあとが白くなっている。

昨日入浴されている。

· 村上　元道様　～今月は4万円で生活しなければいけないと話されている。理由に

ついて、実家帰省中に姪御様と賭けを行い負けた為、お母様に洋服を買ったと話されている。

· 繁名　和恵様　～1/4ケア会議を行っている。

1/9にパンションの鍵を受け取り、徐々に荷物の運搬を行うとの事。食事について、昼夕食はデイケアと青山荘で摂取、朝食は青山荘で

摂るかは検討中。土・日曜日は青山荘で食事を摂りつつ洗濯も行う等、本人と青山荘・デイケアで話し合い、無意味に過ごす事のないよう関わっていく。

訪問看護は現在と同様に土曜日10：30からとなっている。

ご家族は、本人の水分摂取量や食事について気になると話されている為、観察や関わりを行っていく。また、本人が自宅にお金を入れており、ご家族に時々様子を見るよう促していく。

· 中村　陽介様　～特定利用者様から話し掛けられたくないとの事で、特定利用者様が

利用しない火曜日の利用となっている。1/9退院療養会議、1/10退院予定となっている。デイケア利用開始日は未定。

＜事例検討＞

中村　弘明様（37）統合失調症　利用率：100％

H23年11月29日利用開始　

火曜日利用・火曜日受診の場合⇒木曜日利用

検討内容　情報共有・目標計画の確認

長期目標　春の仕事再開までひきこもらないようにし、対人交流能力、身体状態を維持する。

中期目標　①冬期間、デイケアに通い交流の場を作る。プライベートで遊べるような友人を一人は作る。

②目標体重63㎏に向けて減量する（現在75㎏）

短期目標　①他利用者に話しかけ、交流を持つ。交流することで疲労を感じた際は、一人の時間を作り休養をとる。

②サラダを多めに摂取し、間食を止める。

実施計画　①対人交流状況、疲労感、表情などの観察。疲労感がある時は、落ち着けるような環境を提供する。

②食事状況の確認、来所時に体重確認を行い、無理なく減量できるようにアドバイスを行う。

現状

①について

· 昨年の冬季は自宅に篭ってしまい、春の仕事再開時に他者と話す時に戸惑いを感じたと話されている。

· 人と話す事に疲労感を感じるとの事。

· デイケアでは色々なメンバーに話し掛けている。

· 利用当初は疲労感を話されていたが、現在は平気だと話されている。

· 友人が4人いるが、1人が入院してしまい、あと1人友人を作りたいと話される。

· 生きがいは交際相手と週2回会う事。

· 友人とはそれぞれ週1回会っているとの事。

· 利用日以外は友人と会ったり、ゲームやプラモデル作りを行っているとの事。

· 人と交流を持つ場所を作りたいと話されている。

· 両親と本人の3人暮らし。ゆくゆくは家業を継ぐ事を考えているとの事。

· 1人で居る事は寂しいが人と会い過ぎると疲れると話される。

· 仕事がある時は寂しい感じがしない。

2 について

· 朝昼食は自分で準備しているとの事。（朝：トースト2枚、昼：ラーメンとゆで卵）

· 間食として、週500円でお菓子を購入し食べている。

· みかんは1日10個食べている⇒1日3個までと指導。

· 栄養指導で食生活は改善は行えている。⇒2週間で2ｋｇ減少している。

· 毎日、1時間くらい散歩を行っているとの事。

結果

· 本人が積極的に他者に声を掛ける様子が見られている。

· 栄養指導で指摘されて事は改善しており、体重が徐々に減少している。

＜年始行事の感想＞

· 鍋っ子団子が硬い。⇒本来は上新粉で作るが小麦粉で作った。

· 料理が少ない。⇒参加人数が増えた時は、よこまちスーパーで購入が必要。

· 映画鑑賞を行う部屋が寒い。⇒床暖のスイッチを入れ忘れていた。

· 変わり風呂が良かったと話すが、匂いがしなかったとの事。

· コーヒー風呂には入りたくないと訴えた利用者様がいた。

· 1/3は豆乳鍋だけではなく、別の味付けの鍋も作った方が良かった。

· 豆乳鍋のレシピがなく、誰も作り方が分からなかった。

＜外来情報＞

・松川　順子様　～リフレックス15mgから30mgへと増薬となっている。気分の浮き沈みはないとの事。

